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注１：防火設備と防火設備ではない窓をつなぐ場合においても被覆外壁の連結材を用いること

注２：（１）（３）の接続における被覆外壁の連結材および防火設備は、層間をまたがないこと

１．はじめに

建築物の外壁の開口部において、水平方向に防火設備を連続して設ける場合にあっては、

「外壁の開口部に設ける防火設備に係る連結材の取扱いについて（技術的助言）（平成 30 年

３月 15 日国住指第 4608 号）」（以下「国住指第 4608 号」という。）において防火設備同士

を連結するための部材（以下「国住指第 4608 号の連結材」という。）の構造方法及び防火

設備の固定方法が示されているが、コーナー部分や鉛直方向に連続して設ける場合の連結

材の取扱いについては明確にされておらず、また、連結材の仕様も限定的にしか示されてい

ない。

この度、種々の形状、納まりに対応できる吹付けロックウール被覆外壁（FP060NE-9305）

（以下「被覆外壁」という。）を用い防火設備を連結する仕様（以下「被覆外壁の連結材」

という。）を、国土交通省住宅局建築指導課、国土交通省国土技術政策総合研究所並びに国

立研究開発法人建築研究所のご指導のもと、マニュアルとして当協会で取りまとめ、発行す

るものである。

なお、本マニュアルは一つの考え方であり、これまでの取扱いを否定するものではない。

２．適用範囲

建築物の外壁の開口部において、被覆外壁を用いて２０分間防火設備※１（以下「防火設

備」という。）を以下の方向に接続する構造に適用する。

※１：鉄・鋼製、アルミ製及びアルミ樹脂製の窓に限る

１）防火設備の接続の区分

（１）水平方向のみに接続する場合

（２）垂直方向のみに接続する場合

（３）水平方向及び垂直方向に接続する場合

階の高さ

対象となる被覆外壁の連結材

(1)水平方向のみに接続する場合

延焼ライン
注１対象外

防火設備 防火設備防火設備

防火設備 防火設備
防火設備

ではない

窓

防火設備

ではない

窓

防火設備

ではない

窓

(2)垂直方向のみに接続する場合 (3)水平方向及び垂直方向に接続する場合

階の高さ

防火設備

たて断面図

たて断面図

注１
延焼ライン

対象外

防火設備

＊：90cm 以上の腰壁

又は、外壁面から 50cm

以上突出した庇等

＊

注２

防火

設備

防火

設備

入隅のコーナー

出隅のコーナー

出隅のコーナー

入隅のコーナー

立面図

対象となる被覆外壁の連結材 対象となる被覆外壁の連結材

立面図立面図

＊
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２）被覆外壁の連結材と国住指第 4608 号の連結材との併用可否

（イ）「（１）水平方向のみに接続する場合」は、国住指第 4608 号の連結材と併用で

きる。                         （図－１）

（ロ）「（３）水平方向及び垂直方向に接続する場合」は、国住指第 4608 号の連結材

と併用できない。                    （図－２）

                                       

３．本マニュアルにおける用語

被覆外壁 構造方法等の認定（FP060NE-9305；吹付けロックウール被覆外壁）による１時

間耐火パネルをいう。表面材としてアルミニウム材、鉄材、鋼材がある。

サッシ取付鋼材 防火設備を留め付ける鉄材または鋼材をいう。板厚は 1.5mm 以上とする。

ＡＥＳ アルカリアースシリケートは、密度 128+22
-18 ㎏／㎥以上のもので、ＡＥＳを貼り

付けて被覆する場合は、呼び厚さ 25mm 以上とする。

下地材 防火設備とサッシ取付鋼材との間に設け、枠内に火炎の侵入をふさぐ部材をい

う。主に建具改修工法で用いられる。材質等は防火設備の認定仕様による。

立面図

被覆外壁の連結材

防火

設備

防火

設備
防火

設備

〇：国住指第 4608 号の連結材と併用できる

×：国住指第 4608 号の連結材と併用できない

たて断面図

防火

設備

防火

設備

国住指第 4608 号

の連結材 被覆外壁の連結材

国住指第 4608 号

の連結材

防火

設備
防火

設備
防火

設備

防火

設備

立面図

：被覆外壁の連結材

：国住指第 4608 号の連結材

図-1 （イ）国住指第 4608 号の連結材と併用できる例

図-2 （ロ）国住指第 4608 号の連結材と併用できない例

防火

設備

防火

設備

防火

設備

国住指第 4608 号の連結材

防火

設備
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４．被覆外壁の連結材の基本的な考え方

被覆外壁の連結材は、一時間耐火の被覆外壁を屋外側に設置、屋内側にサッシ取付鋼材

を設置し、各々自立する構造としている。国住指第 4608 号の連結材は、耐火ボードを取

付鋼材で固定する構造のため本構造とは異なる。

＜共通事項＞

１）連結の範囲

① 垂直方向の接続は、層間をまたがないこと。

２）被覆外壁の連結材の構造

② 屋外側に被覆外壁、屋内側にサッシ取付鋼材を設置する。

３）被覆外壁の構造

③ 被覆外壁は、見付 50mm 以上とし、原則、サッシ取付鋼材の見付の寸法以上とする。

ただし、サッシ取付鋼材に外部からの炎が当たらないよう AES で被覆する場合にあ

っては、サッシ取付鋼材の見付寸法より小さくすることができる。

④ 被覆外壁は自立するように端部を、外壁※２または AES で屋内面を被覆したサッシ

取付鋼材に固定する。（※２；外壁には ALC・ECP 等の開口補強を含む）

⑤ 被覆外壁は、ゆがみやねじれ等の防止を目的として、サッシ取付鋼材に 900mm 程

度の間隔で留め付ける。なお、被覆外壁の長さが 1000mm 以下の場合は、中央１個

所を留め付ける。

⑥ 被覆外壁と外壁との空隙は、ＡＥＳを充填し塞ぐ。

建具に耐震性能が要求されている等、ＡＥＳの脱落が懸念される場合は、鉄材等で

ＡＥＳ脱落防止の処置を施す。

４）サッシ取付鋼材の構造

⑦ サッシ取付鋼材は、JIS 規格（A4706、A4702）に基づき防火設備の自重、耐風圧を

配慮した剛性とする。

⑧ 防火設備の自重を支えるサッシ取付鋼材は、ＡＥＳで屋内面を被覆する。

ＡＥＳを張り付け被覆する場合は、無機系専用接着剤で固定すること。なお、座金付

きねじ止め固定も可とするが、隙間や剥がれが生じないよう注意する。

⑨ サッシ取付鋼材は自立するように端部を、外壁※２または AES で屋内面を被覆した

サッシ取付鋼材に固定する。なお、端部は AES で被覆する。

５）防火設備の固定

⑩ 防火設備は、防火設備の認定仕様に基づきサッシ取付鋼材に固定する。

⑪ 防火設備とサッシ取付鋼材の間は、防火設備の屋内側仕上げ面までをＡＥＳで被覆

する。

なお、防火設備の認定仕様として下地材で塞ぐことが認められている場合は、そ

の仕様によることもできる。

次ページ以降の図 3～8 に示す①～⑪は、本項を示す。
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＜水平方向のみに接続する場合の横断面＞

＜水平方向のみに接続する場合のたて断面 (共通)＞

（１） 水平方向のみ接続する場合の特記事項（図－3，4）

⑪防火設備とサッシ取付鋼

材の間は、防火設備の屋内

側仕上げ面までをＡＥＳで

被覆する。

サッシ取付

鋼材

③被覆外壁は、見付 50mm 以上と

し、原則、サッシ取付鋼材の見付の

寸法以上とする。

⑩防火設備は、防火設備の

認定仕様に基づきサッシ取

付鋼材に固定する。

被覆外壁

⑤被覆外壁は、ゆがみやねじ

れ等の防止を目的として、サ

ッシ取付鋼材に 900mm 程度の

間隔で留め付ける。なお、被

覆外壁の長さが 1000mm 以下の

場合は、中央１個所を留め付

ける。

＜出隅コーナー方向のみに接続する場合の横断面＞

サッシ取付鋼材

＜屋外＞ ＜屋内＞

＜屋内＞

＜屋外＞

＜屋外＞

＜屋内＞

被覆外壁

サッシ取付鋼材

⑪防火設備とサッシ

取付鋼材の間は、防

火設備の屋内側仕上

げ面までをＡＥＳで

被覆する。

※③被覆外壁は、見付 50mm 以上とし、原則、

サッシ取付鋼材の見付の寸法以上とする。

④被覆外壁は自立するよう

に端部を、外壁または AES

で屋内面を被覆したサッシ

取付鋼材に固定する。

⑥被覆外壁と外壁の空隙

は AES を充填し塞ぐ。

被覆外壁

⑪防火設備とサッシ取付

鋼材の間は、防火設備の

屋内側仕上げ面までをＡ

ＥＳで被覆する。

仕上げ面

仕上げ面

仕上げ面

仕上げ面

被覆外壁

窓
枠

高
さ

窓枠幅

窓枠幅

＜屋内＞

窓枠幅

窓
枠

幅

窓
枠

幅

窓枠幅

③ただし、サッシ取付鋼材に外部から

の炎が当たらないよう AES で被覆する

場合にあっては、サッシ取付鋼材の見

付寸法より小さくすることができる。

＜サッシ取付鋼材が被覆外壁より大きい場合の横断面＞

＜屋外＞

＜屋内＞

＜屋外＞

窓枠幅
窓枠幅

※

※

②屋外側に被覆外壁、屋

内側にサッシ取付鋼材を

設置する

サッシ取付

鋼材

＜入隅コーナー方向のみに接続する場合の横断面＞

凡例＜図３～８共通＞

：被覆外壁

：ＡＥＳ

：サッシ取付鋼材

：下地材

＜図－3 新築：水平方向のみ接続する場合の概念図＞

⑨サッシ取付鋼材は自立

するように端部を、外壁

または AES で屋内面を被

覆したサッシ取付鋼材に

固定する。なお、端部を

AES で被覆する。

⑥被覆外壁と外壁の空隙

は AES を充填し塞ぐ。

⑦サッシ取付鋼材は、

JIS 規格（A4706、

A4702）に基づき防火設

備の自重、耐風圧を配慮

した剛性とする。
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＜図－4 建具改修：水平方向のみに接続する場合の概念図＞

＜水平方向のみに接続する場合のたて断面＞

＜屋外＞

＜屋内＞

⑪なお、防火設備の

認定仕様として下地

材で塞ぐことが認め

られている場合は、

その仕様によること

もできる。

－下地材で塞ぐことが、認められている場合－

サ ッ シ

取 付 鋼

材

サッシ取

付鋼材

下地材

下地材

＜屋内＞

＜屋外＞

窓枠幅 窓枠幅 窓枠幅

窓
枠

幅

被覆外壁
被覆外壁

＜出隅コーナー方向のみに接続する場合の横断面＞＜水平方向のみに接続する場合の横断面＞

＜水平方向のみに接続する場合の横断面＞

＜屋外＞

＜屋内＞

サッシ

取付鋼

材

⑪防火設備とサッシ取付鋼材の間

は、防火設備の屋内側仕上げ面ま

でをＡＥＳで被覆する。

＜屋内＞

＜屋外＞

被覆外壁

窓
枠

高
さ

サッシ取付鋼材

窓枠幅窓枠幅

⑥被覆外壁と外壁との空

隙は、ＡＥＳを充填し塞

ぐ。
④被覆外壁は自立するように端部

を、外壁または AES で屋内面を被覆

したサッシ取付鋼材に固定する。

②屋外側に被覆外壁、屋内側に

サッシ取付鋼材を設置する

被覆外壁

⑨サッシ取付鋼材は自立する

ように端部を、外壁または

AES で屋内面を被覆したサッ

シ取付鋼材に固定する。

⑦サッシ取付鋼材は、

JIS 規格（A4706、

A4702）に基づき防火設

備の自重、耐風圧を配慮

した剛性とする。

＜屋外＞

（AES は一枚ものでもよい）

⑩防火設備は、防火

設備の認定仕様に基

づきサッシ取付鋼材

に固定する。
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＜垂直方向のみに接続する場合のたて断面＞

＜垂直方向のみに接続する場合のよこ断面＞

（２） 垂直方向のみ接続する場合の特記事項 (図－5，6)
(a) サッシ取付鋼材は、次の仕様とする。

・水平方向のサッシ取付鋼材長さは、防火設備の幅（窓枠幅）程度とする。

＜屋内＞＜屋外＞

サッシ取付鋼材

AES 厚さ25ｍｍ

被覆外壁

＜屋外＞

被覆外壁

③被覆外壁は、

見付 50mm 以上

とし、原則、サ

ッシ取付鋼材の

見付の寸法以上

とする。

＜屋内＞

AES 厚さ25ｍｍ

⑧防火設備の自重を支えるサッシ

取付鋼材は、ＡＥＳで屋内側を被

覆する。

⑥被覆外壁と外壁との空

隙は、ＡＥＳを充填し塞

ぐ。

(a)水平方向のサッシ取付鋼材長さは、

防火設備の幅程度とする。

⑩防火設備は、

防火設備の認定

仕様に基づきサ

ッシ取付鋼材に

固定する。

仕上面

④被覆外壁は自立するよ

うに端部を、外壁または

AES で屋内面を被覆した

サッシ取付鋼材に固定す

る。

窓枠幅

②屋外側に被覆外壁、屋内側にサッシ取付鋼材

を設置する

窓
枠

高
さ

窓
枠

高
さ

⑪防火設備とサッシ取付

鋼材の間は、防火設備の

屋内側仕上げ面までをＡ

ＥＳで被覆する。

①垂直方向の高さは、層間をまたがないこと。

⑥被覆外壁と外壁との空隙

は、ＡＥＳを充填し塞ぐ。

⑧防火設備の自重を支

えるサッシ取付鋼材

は、ＡＥＳで屋内面を

被覆する。

＜図-5 新築：垂直方向のみに接続する場合の概念図＞

⑨サッシ取付鋼材は自立

するように端部を、外壁

または AES で屋内面を被

覆したサッシ取付鋼材に

固定する。なお、端部を

AES で被覆する。

⑤被覆外壁は、ゆがみやねじ

れ等の防止を目的として、サ

ッシ取付鋼材に 900mm 程度の

間隔で留め付ける。なお、被

覆外壁の長さが 1000mm 以下の

場合は、中央１個所を留め付

ける。
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＜垂直方向のみに接続する場合のたて断面＞ ＜垂直方向のみに接続する場合のよこ断面＞

＜図-6 建具改修：垂直方向のみに接続する場合の概念図＞

＜屋内＞＜屋外＞

サッシ取付鋼材

AES 厚さ25ｍｍ

＜屋内＞

＜屋外＞

AES 厚さ25ｍｍ

－下地材で塞ぐことが、認められている場合－

⑧防火設備の自重を支える

サッシ取付鋼材は、ＡＥＳ

で屋内面を被覆する。

下地材

下地材

下地材

⑪なお、防火設備の

認定仕様として下地

材で塞ぐことが認め

られている場合は、

その仕様によること

もできる。

⑪なお、防火設備の

認定仕様として下地

材で塞ぐことが認め

られている場合は、

その仕様によること

もできる。

窓
枠

高
さ

窓
枠

高
さ

窓枠幅

被覆外壁

被覆外壁
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（３） 水平方向及び垂直方向を接続する場合の特記事項（図－7，8）
(a) サッシ取付鋼材は次の仕様とする。

・サッシ取付鋼材は、荷重を支持するため、縦通しとする。

・水平方向のサッシ取付鋼材長さは、防火設備の幅程度とする。

(b) 水平方向及び垂直方向の被覆外壁の接続部の空隙は、ＡＥＳで充填し塞ぐ。

＜水平方向及び垂直方向の被覆外壁の接続部概念図＞

＜屋外＞＜屋外＞

＜屋内＞

＜屋内＞

被覆外壁

AES 厚さ 25ｍｍ

AES 厚さ25ｍｍ

被覆外壁

被覆外壁

被覆外壁

AES 厚さ25ｍｍ

(b)水平方向及び垂直方向の被覆外壁の

接続部の空隙は、ＡＥＳで充填し塞ぐ。

⑧防火設備の自重

を支えるサッシ取

付鋼材は、ＡＥＳ

で屋内面を被覆す

る。

外観図
内観図

被覆外壁

⑨サッシ取付鋼材は自立

するように端部を、外壁

または AES で屋内面を被

覆したサッシ取付鋼材に

固定する。なお、端部を

AES で被覆する。
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＜水平方向及び垂直方向に接続する場合のたて断面＞

＜水平方向及び垂直方向に接続する場合のよこ断面＞

被覆外壁

＜屋外＞

＜屋外＞ ＜屋内＞

(a)サッシ取付鋼材は、荷重を支

えるため縦通しとすること。

(a)水平方向のサッシ取付鋼材長さ

は、防火設備の幅程度とする。

③被覆外壁は、見付 50mm 以上と

し、原則、サッシ取付鋼材の見

付の寸法以上とする。

＜屋内＞

＜図-7 新築：水平方向及び垂直方向に接続する場合の概念図＞

⑪防火設備とサッシ取付

鋼材の間は、防火設備の

屋内側仕上げ面までをＡ

ＥＳで被覆する。

⑧防火設備の自重を支え

るサッシ取付鋼材は、Ａ

ＥＳで屋内側を被覆す

る。

⑧防火設備の自重を支えるサッ

シ取付鋼材は、ＡＥＳで屋内面

を被覆する。

被覆外壁

サッシ

取付鋼

材

サッシ

取付鋼

材

AES 厚さ25ｍｍ

仕上げ面

⑪防火設備とサッシ取付鋼材

の間は、防火設備の屋内側仕

上げ面までをＡＥＳで被覆す

る。

①垂直方向の高さは層間をまた

がないこと

窓枠幅 窓枠幅 窓枠幅

②屋外側に被覆外壁、屋内側にサッシ取付鋼材

を設置する

(b)水平方向及び垂直方

向の被覆外壁の接続部の

空隙は、ＡＥＳで充填し

塞ぐ。

被覆外壁

窓
枠

高
さ

窓
枠

高
さ

仕上面

AES 厚さ25ｍｍ

サッシ取付

鋼材

⑨サッシ取付鋼材は自立

するように端部を、外壁

または AES で屋内面を被

覆したサッシ取付鋼材に

固定する。なお、端部を

AES で被覆する。

⑨サッシ取付鋼材は自立

するように端部を、外壁

または AES で屋内面を被

覆したサッシ取付鋼材に

固定する。なお、端部を

AES で被覆する。

④被覆外壁は自立するよ

うに端部を、外壁または

AES で屋内面を被覆した

サッシ取付鋼材に固定す

る。

④被覆外壁は自立するよ

うに端部を、外壁または

AES で屋内面を被覆した

サッシ取付鋼材に固定す

る。

⑤被覆外壁は、ゆがみやねじ

れ等の防止を目的として、サ

ッシ取付鋼材に 900mm 程度の

間隔で留め付ける。なお、被

覆外壁の長さが 1000mm 以下の

場合は、中央１個所を留め付

ける。

⑤被覆外壁は、ゆがみやねじ

れ等の防止を目的として、サ

ッシ取付鋼材に 900mm 程度の

間隔で留め付ける。なお、被

覆外壁の長さが 1000mm 以下の

場合は、中央１個所を留め付

ける。
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＜水平及び垂直方向に接続する場合のたて断面＞ ＜水平及び垂直方向に接続する場合のよこ断面＞

５．納まり参考図

※ 建具改修の場合は、内部仕上げより既存部材を残す場合がある。

頁 接続方向の区分 新築・改修 図面内容

11 (1) 水平方向のみに接続する場合 新築 水平納まり

12 コーナー納まり

13 水平・コーナー納まり（パネル同面）

14 建具改修 水平納まり

15 水平納まり(パネル同面）

16 ※ 水平納まり（既設方立残し）

17 ※ 水平納まり（間仕切り 既設方立残し）

18 出隅コーナー納まり

19 入隅コーナー納まり

20 (2) 垂直方向のみに接続する場合 新築

21 建具改修 無目撤去

22 ※ 無目残し（パネル同面）

23 ※ 無目残し

24 ※ 無目残し（内部仕上材あり）

25 (3) 水平方向及び垂直方向に接続す

る場合

新築

26 建具改修 方立・無目撤去

27 方立・無目撤去（下地材塞ぎ）

28 ※ 方立残し 無目撤去

29 ※ 方立残し 無目撤去（下地材塞ぎ）

＜屋内＞

サッシ取付鋼材

＜屋外＞＜屋外＞ ＜屋内＞

－下地材で塞ぐことが、認められている場合－

⑧防火設備の自重を支えるサッ

シ取付鋼材は、ＡＥＳで屋内面

を被覆する。

⑪なお、認定仕様と

して下地材で塞ぐこ

とが認められている

場合は、その仕様に

よることもできる。
下地材

下地材

下地材

窓枠幅 窓枠幅

窓
枠

高
さ

窓
枠

高
さ

＜図-8 建具改修：水平方向及び垂直方向に接続する場合の概念図＞

⑪なお、防火設備の

認定仕様として下地

材で塞ぐことが認め

られている場合は、

その仕様によること

もできる。

⑧防火設備の自重を支えるサッ

シ取付鋼材は、ＡＥＳで屋内面

を被覆する。
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アルミサッシ

吹付けロックウール

被覆外壁

厚さ30mm

吹付けロックウール被覆外壁

厚さ30mm

被覆外壁アンカー

被覆外壁アンカー

AES（128Kg/ｍ
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）充填

サッシ取付鋼材

アルミサッシ

サッシ取付鋼材

AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

被覆外壁アンカー

AES（128Kg/ｍ

3

）充填

（１） 水平（横）方向に防火設備をつなげる場合の納まり参考例

10

１ 水平方向の に接続する場合
　　　　＜新築：水平納 り＞

たて断面 防火設備 たて断面 被覆外壁

横断面 水平接続部

：被覆外壁

：ＡＥＳ

：サッシ取付鋼材

：下地材

凡例 以下、共通

被覆外壁
被覆外壁

11

11
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70

160

3
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70

7
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被覆外壁アンカー

吹付けロックウール被覆外壁

厚さ30mm

サッシ取付鋼材

アルミサッシ

吹付けロックウール被覆外壁

厚さ30mm

被覆外壁アンカー

AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

アルミサッシ

サッシ取付鋼材

AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

（１） コーナー（横）方向に防火設備をつなげる場合の納まり参考例

入隅コーナー出隅コーナー

11

１ 水平方向の に接続する場合   
        　＜新築：コーナー納 り＞

横断面 出隅コーナー部
横断面 入隅コーナー部

被覆外壁被覆外壁

12

12
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80

70

3
0

7
0

3
0

7
0

5
0

70

アルミサッシ

吹付けロックウール被覆外壁

厚さ30mm

アルミサッシ

外装パネルアンカー

AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

サッシ取付鋼材

吹付けロックウール被覆外壁

厚さ30mm

アルミサッシ

サッシ認定仕様による塞ぎ材

外装パネルアンカー

AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

サッシ取付鋼材

サッシ取付鋼材

吹付けロックウール被覆外壁

厚さ30mm

外装パネルアンカー

AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

水平（同面納まり）

出隅コーナー（同面納まり）

入隅コーナー（同面納まり）

12

１ 水平方向の に接続する場合   
        　＜新築：水平・コーナー納まり（パネル同面 ＞

横断面 入隅コーナー部

横断面 水平接続部

横断面 出隅コーナー部

被覆外壁

被覆外壁

被覆外壁

13

13
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１ 水平方向の に接続する場合 
　　　　＜建具改修工事：水平納 り＞

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

横断面 水平接続部 たて断面 被覆外壁部

下地材

被覆外壁

　　　　　　被覆外壁

14

14

cwfw06
テキストボックス
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１ 水平方向の に接続する場合 
　＜建具改修工事：水平納 り(パネル同面 ＞

横断面 水平接続部
たて断面 被覆外壁部

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

下地材

下地材

被覆外壁

　　　　　　被覆外壁

　　　　　　　　被覆外壁

15

15

cwfw06
テキストボックス
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１ 水平方向の に接続する場合 　　　 
＜建具改修工事：水平納 り 既設方立残し ＞

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

横断面 水平接続部

たて断面 被覆外壁部

下地材

被覆外壁

　　　　被覆外壁

16

16

cwfw06
テキストボックス
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１ 水平方向の に接続する場合 
＜建具改修工事：水平納 り 間仕切り　既設方立残し ＞

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

横断面 水平接続部
たて断面 被覆外壁部

下地材

被覆外壁

　　　　被覆外壁

17

17

cwfw06
テキストボックス
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１ 水平方向の に接続する場合 
　　　　＜建具改修工事：出墨コーナー納 り＞

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合 認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

横断面 出隅コーナー部 横断面 出隅コーナー部　同面パネル

下地材

下地材

被覆外壁

被覆外壁

18

18

cwfw06
テキストボックス
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１ 水平方向の に接続する場合 
　　　　＜建具改修工事：入墨コーナー納 り＞

横断面 入隅コーナー部
横断面 入隅コーナー部　同面パネル

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合 認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

下地材下地材

　　　　　被覆外壁 　　　　　被覆外壁

19

19

cwfw06
テキストボックス
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70

30

30

70

サッシ取付鋼材 AES（128Kg/ｍ

3

）貼付サッシ取付鋼材 AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

吹付けロックウール被覆外壁

厚さ30mm

AES（128Kg/ｍ

3

）充填

被覆外壁アンカー

外装パネルアンカー

吹付けロックウール

被覆外壁

厚さ30mm

サッシ取付鋼材

アルミサッシアルミサッシ

吹付けロックウール

被覆外壁

厚さ30mm

外装パネルアンカー

サッシ取付鋼材

AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

吹付けロックウール被覆外壁

厚さ30mm

被覆外壁アンカー

AES（128Kg/ｍ

3

）充填

（2）上下方向に防火設備をつなげる場合の納まり参考例

19

垂直方向の に接続する場合
      　　＜新築＞

たて断面 垂直接続部

たて断面 垂直接続部　同面パネル

横断面 乾式納ま 横断面 湿式納ま

被覆外壁
被覆外壁

　　　被覆外壁 　　　被覆外壁

20

20

cwfw06
テキストボックス

cwfw06
テキストボックス
　　　　横断面



20

垂直方向のみに接続す 場合

      　　＜建具改修工事：無目撤去＞

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

横断面 端部たて断面 垂直接続部

下地材

下地材

　　　　　被覆外壁

被覆外壁

21

21

cwfw06
テキストボックス
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垂直方向のみに接続す 場合      

　＜建具改修工事：無目残し　パネル同面＞

たて断面 垂直接続部

下地材

下地材

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

　　　　　

　　　　　被覆外壁

被覆外壁

22

22

cwfw06
テキストボックス
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垂直方向のみに接続す 場合

      　　＜建具改修工事：無目残し＞

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

たて断面 垂直接続部

下地材

下地材

　　　　　

　　　　　被覆外壁

被覆外壁

23

23

cwfw06
テキストボックス
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認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

たて断面 垂直接続部 横断面 端部

２ 垂直方向のみに接続す 場合    

　　＜建具改修工事：無目残し　内部仕上材あ ＞

下地材

下地材

被覆外壁

　　　　　

　　　　　被覆外壁

24

24

cwfw06
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130

3
0

7
0

30

1
0
0

70

吹付けロックウール被覆外壁

厚さ30mm

外装パネルアンカー

アルミサッシ

吹付けロックウール

被覆外壁

厚さ30mm

AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

被覆外壁アンカー

サッシ取付鋼材

AES（128Kg/ｍ

3

）貼付

サッシ取付鋼材

アルミサッシ

（3）水平・コーナー（横）方向と上下方向に防火設備を連続する納まり参考例

24

３ 水平方向及び垂直方向に接続する場合
　　　 ＜新築＞

たて断面 垂直接続部

横断面 水平接続部

25

25
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水平方向及び垂直方向に接続す 場合

＜建具改修工事：方立・無目撤去＞

たて断面 垂直接続部
横断面 端部

横断面 水平接続部

　　　　　

　　　　　被覆外壁

　　　　　

　　　　　被覆外壁

　　　　　
被覆外壁

　　　　　

　　　　　被覆外壁

26

26

cwfw06
テキストボックス
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水平方向及び垂直方向に接続す 場合

＜建具改修工事：方立・無目撤去( 地材塞ぎ ＞

たて断面 垂直接続部

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

横断面 水平接続部 横断面 端部

下地材

下地材

下地材

下地材

　　　　　

　　　　　被覆外壁

　　　　　
被覆外壁

　　　　　

　　　　　被覆外壁

　　　　　

　　　　　被覆外壁

27

27

cwfw06
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水平方向及び垂直方向に接続す 場合

＜建具改修工事：方立残し　無目撤去＞

たて断面 垂直接続部

横断面 端部
横断面 水平接続部

　　　　　

　　　　　被覆外壁

　　　　　

　　　　　被覆外壁

　　　　　
　　　　　被覆外壁

　　　　　
被覆外壁

28

28

cwfw06
テキストボックス
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水平方向及び垂直方向に接続す 場合

＜建具改修工事：方立残し　無目撤去＞

たて断面 垂直接続部

認定仕様に 地材 塞ぐこ が認め い 場合

横断面 水平接続部
横断面 端部

下地材

下地材

下地材

　　　　　
被覆外壁

　　　　　
　　　　　被覆外壁

　　　　　

　　　　　被覆外壁

　　　　　

　　　　　被覆外壁
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